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	施設名
	グループホーム高砂

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和５年8月8日

	会場
	新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、文書で報告

	参加者
	利用者代表
	0人

	
	利用者家族代表
	0人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	0人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	0人

	
	事業者
	１人



	報告事項
	１、施設状況について
男性１名、女性1７名　計１8名、平均介護度2.7
　コロナ禍で認定調査ができず、介護度が変わらないまま更新していたが、
　コロナ禍で認知症状の進行がみられる入居者様もおられ、認定調査を受け
　ると介護度が上がり、平均介護度も上がっている。　　
２、入所者状況について
7月23日の夜、1階デイサービス職員のコロナ陽性が判明し（以降、
職員・利用者のコロナ罹患者なし）急遽ではあったが、エレベータホール
前での面会を中止し、ベランダからの窓越しの面会に切り替えさせていた
だく。
３、行事報告について
デイサービスの行事でボランティアさんの慰問の予定があったが（慰問の
時は、デイサービスのホールで高砂の入居者様も一緒に観賞している）
コロナ感染者が増えてきており、また、お盆で人の移動もあり、今回は
中止となる。
　7月3日　　　七夕飾り付け（笹に七夕飾りや願い事を書いた短冊を
　　　　　　　　入居者様に飾っていただいた。）





４、職員研修報告　
　６月の勉強会　　※褥瘡予防対策委員会　　※食事委員会
　７月の勉強会　　※防災対策委員会　　　　※認知症委員会
５、家族様との関わりについて
・
・５類感染症になったが、勤務中はマスク着用。
・医療機関受診時はマスク着用。
・定期的に換気を行う。
・まめに手洗い、手指消毒。
・自分自身や同居家族で体調不良があれば職場に連絡。自宅で抗原検査を
実施してもらう。
・基本的な感染対策の継続。
　　昨年の夏、年末と２回クラスターが発生してしまった。高齢者施設で
　勤務する私達が注意するべきことが何なのか再確認し、自分自身の行動
　を振り返る機会をつくり、持ち込まない、うつさないが徹底できるよう
　心掛ける。


　　　　　
　　
　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	

	

	
	

	
	



